
絵
本
だ
い
す
き
っ
子
あ
つ
ま
れ
〜

読
み
の
会「
稲
穂
」に
よ
る
お
は
な
し
の
会

日
時
：
７
月
６
日（
土
）
11
時
〜
11
時
半

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
絵
本
コ
ー
ナ
ー

参
加
無
料
、お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

文
章
基
礎
講
座
（
全
３
回
）

自
分
史
、
仕
事
録
、
趣
味
の
記
録
、

研
究
記
録
な
ど
（
小
説
、
エ
ッ
セ
ー
は
対

象
外
）を
テ
ー
マ
に
魅
力
的
な
文
章
の
書

き
方
を
学
び
ま
す
。

日
時
：
７
月
20
日（
土
）８
月
17
日（
土
）

９
月
21
日（
土
）14
時
～
16
時

会
場
：
駅
前
ビ
ル
パ
レ
オ
二
階
会
議
室

講
師
：
龍
鳳
書
房　

酒
井
春
人
さ
ん

受
講
料
：
三
、〇
〇
〇
円

定
員
：
先
着
25
名

繭
ホ
ー
ル
コ
ン
サ
ー
ト

～
ロ
マ
ン
の
薫
る
夕
べ
～

ナ
タ
ー
シ
ャ Natasha

ピ
ア
ノ
・
コ
ン
サ
ー
ト 

in 

上
田

日
時
：
７
月
20
日（
土
）
18
時
半
〜
20
時

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
繭
ホ
ー
ル

出
演
：
ナ
タ
ー
リ
ヤ・コ
ー
リ
チ
ェ
ワ（
ピ
ア
ノ
）

プ
ロ
グ
ラ
ム
：
シ
ョ
パ
ン「
別
れ
の
曲
」、

リ
ス
ト
「
タ
ラ
ン
テ
ラ
」、チ
ャ

イ
コ
フ
ス
キ
ー
、
ラ
フ
マ
ニ
ノ

フ
作
品
か
ら
な
ど

前
売
：
一
、〇
〇
〇
円
、高
校
生
以
下
無
料

定
員
：
70
名

女
性
の
た
め
の
健
康
ヨ
ガ
教
室

毎
月
第
一・
三
月
曜
日
18
時
半
〜
20
時

会
場
：
駅
前
ビ
ル
パ
レ
オ
二
階
会
議
室

講
師
：
神
尾
み
ち
子
さ
ん

受
講
料
：
一
回
七
〇
〇
円（
当
日
受
付
）

持
ち
物
：
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
か
バ
ス
タ
オ
ル

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

イ
ベ
ン
ト
の
お
し
ら
せ
※
申
込
は
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
受
付0268-2

9
-0
2
1
0

ま
で
。

地
域
史
料
講
座
第
Ⅱ
期

① 

真
田
昌
幸
の
書
状
を
読
む

日
時
：
8
月
10
日（
土
）13
時
半
～
15
時
半

②
松
平
氏
史
料
を
読
む

ー
殿
様
の
手
紙
を
中
心
に
ー

日
時
：
9
月
14
日（
土
）13
時
半
～
15
時
半

会
場
：
上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
セ
ミ

ナ
ー
ル
ー
ム

講
師
：
元
上
田
市
立
博
館
館
長　

寺
島

隆
史
さ
ん

受
講
料
：
各
回
八
〇
〇
円

定
員
：
30
名
、
申
込
は
７
月
10
日
（
水
）

よ
り
受
付
開
始

繭
ホ
ー
ル
コ
ン
サ
ー
ト

夏
の
宵
・
口
笛
納
涼
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
：
８
月
24
日（
土
）
18
時
半
〜
20
時

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
繭
ホ
ー
ル

出
演
：
柴
田
晶
子
（
口
笛
）
／
長
尾
有

紀
（
ピ
ア
ノ
）
／
牧
野
裕
美

（
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
）

プ
ロ
グ
ラ
ム
：
口
笛
吹
き
と
犬（
Ａ
．
プ

ラ
イ
ヤ
ー
）／
涙
そ
う
そ
う

（BEGIN

作
曲
）
／
さ
よ
な
ら

の
夏（
坂
田
晃
一
作
曲
）ほ
か

前
売
：
一
、〇
〇
〇
円
、高
校
生
以
下
無
料

定
員
：
70
名
、
申
込
は
７
月
24
日
（
水
）

よ
り
受
付
開
始

館
内
で
情
報
検
索
・
パ
ソ
コ
ン
操

作
の
方
法
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

日
時
：
毎
週
水
曜
日
10
時
〜
12
時
、

	

毎
週
金
曜
日
13
時
〜
15
時

参
加
無
料
、気
軽
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

ネ
ッ
ト
＆
カ
フ
ェ
in
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

日
時
：	

７
月
22
日（
月
）８
月
26
日（
月
）

13
時
半
〜
15
時
45
分

会
場
：
上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
セ
ミ

ナ
ー
ル
ー
ム

参
加
費
：
一
、〇
〇
〇
円
（
お
茶
代
含
む
）

定
員
：
20
名

《 上田図書館倶楽部の活動に参加しませんか？　どの部会も大歓迎で皆様をお待ちしております！！ (^^)/ 》

平
成
25
年
度
総
会
は
５
月
25
日
、

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
セ
ミ
ナ
ー

ル
ー
ム
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

議
事
内
容
は
、

一
、
平
成
24
年
度
事
業
報
告
、
収
支

決
算
報
告

二
、
理
事
改
選
―
理
事
長
に
稲
垣
勇

一
さ
ん
、
副
理
事
長
に
宮
下
明
彦

さ
ん
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

三
、
平
成
25
年
度
事
業
計
画
、
予
算

が
審
議
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

議
事
終
了
後
に
、
バ
リ
ュ
ー
ブ
ッ

ク
ス
の
中
村
大
樹
社
長
に「
古
本
の
リ

ユ
ー
ス
を
活
用
し
た
被
災
地
支
援
」と

し
て「
本
の
寄
付
を
通
じ
て
で
き
る
被

災
地
支
援
の
取
り
組
み
」
を
紹
介
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

バ
リ
ュ
ー
ブ
ッ
ク
ス
の
本
業
は
古

本
屋
さ
ん
で
、
買
い
取
っ
た
古
本
を

ア
マ
ゾ
ン
な
ど
で
販
売
す
る
会
社
で

す
。
一
方
、
買
取
で
は
な
く
、
寄
付

さ
れ
た
古
本
の
販
売
相
当
額
を
被
災

地
に
送
る
と
い
う
活
動
も
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
を
キ
フ
ボ
ン
と
い
う
の
だ

そ
う
で
す
。

中
村
さ
ん
の
説
明
に
は
、
会
場
か

ら
た
く
さ
ん
の
質
問
が
出
て
、
関
心

の
高
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

私
た
ち
が
今
す
ぐ
で
き
る
協
力
と

し
て
は
、

・
個
人
と
し
て
バ
リ
ュ
ー
ブ
ッ
ク
ス

に
本
を
寄
付
す
る
こ
と

・am
azon

の
中
古
本
を
買
う
と
き

に
、
バ
リ
ュ
ー
ブ
ッ
ク
ス
が
販
売

し
て
い
る
本
を
選
択
す
る
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
が
、

「
古
本
を
集
め
て
交
換
し
た
り
バ

リ
ュ
ー
ブ
ッ
ク
ス
へ
寄
付
す
る
イ
ベ
ン

ト
」を
開
い
た
ら
ど
う
か
と
い
う
意
見

も
出
さ
れ
、
倶
楽
部
と
し
て
検
討
し

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
秋
頃

に
実
施
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

倶
楽
部
の
平
成
25
年
度
総
会
を
開
催

10
周
年
記
念
講
演
会
の
お
知
ら
せ

平
成
16
年
に
上
田
図
書
館
倶
楽
部

が
活
動
を
始
め
て
か
ら
10
年
に
な
り

ま
す
。
倶
楽
部
は
こ
の
10
年
間
、
上

田
市
と
協
働
し
て
図
書
館
サ
ー
ビ
ス

を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
10
周
年
を
記
念
し
て
「
市
民

協
働
に
つ
い
て
副
知
事
と
語
ろ
う
」と

題
し
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
講
師

に
長
野
県
副
知
事
の
加
藤
さ
ゆ
り
さ

ん
を
迎
え
、
市
民
の
皆
様
と
の
懇
談

も
予
定
し
て
い
ま
す
。

開
催
日
時
は
8
月
31
日（
土
）
午
後

1
時
30
分
か
ら
3
時
15
分
ま
で
、
上

田
駅
前
ビ
ル
パ
レ
オ
2
階
会
議
室
で

す
。
入
場
は
無
料
で
す
。
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賛
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〇
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三
年
間
有
効
）	

一
万
円



上田図書館倶楽部
イベントカレンダー

2013.7 〜 2013.8
毎週（火）	 上田情報ライブラリー休館日
毎週（水）	 パソコンサポート（10:00 〜

12:00 情報ライブラリー館内）
毎週（金）	 パソコンサポート（13:00 〜

15:00 情報ライブラリー館内）
7/1（月）	 女性のための健康ヨガ教室

（18:30 〜 20:00 パレオ２F）
7/6（土）	 おはなしの会（11:00 〜 11:30

情報ライブラリー絵本コーナー）
7/12（金）	 文 学 紀 行 講 座 ③（13:30 〜

15:00 パレオ２F）
7/14（日）	 絵本講座②（大人向け）（10:00

〜 11:30 パレオ２F）
7/14（日）	 民話子ども語り手養成講座②

（13:30 〜 15:00 パレオ２F）
7/15（月）	 女性のための健康ヨガ教室

（18:30 〜 20:00 パレオ２F）
7/17（水）	 上田情報ライブラリー休館日
7/20（土）	 文 章 基 礎 講 座 ①（14:00 〜

16:00 パレオ２F）
7/20（土）	 繭ホールコンサート（18:30 〜

情報ライブラリー繭ホール）
7/22（月）	 ネット＆カフェinライブラリー

（13:30〜 15:45セミナールーム）
8/5（月）	 女性のための健康ヨガ教室

（18:30 〜 20:00 パレオ２F）
8/9（金）	 文 学 紀 行 講 座 ④（13:30 〜

15:00 パレオ２F）
8/11（日）	 絵本講座③（大人向け）（10:00

〜 11:30 パレオ２F）
8/11（日）	 民話子ども語り手養成講座③

（13:30 〜 15:00 パレオ２F）
8/17（土）	 文 章 基 礎 講 座 ②（14:00 〜

16:00 パレオ２F）
8/19（月）	 女性のための健康ヨガ教室

（18:30 〜 20:00 パレオ２F）
8/24（土）	 繭ホールコンサート（18:30 〜

情報ライブラリー繭ホール）
8/26（月）	 ネット＆カフェinライブラリー

（13:30〜 15:45セミナールーム）
8/29（木）	 上田情報ライブラリー休館日
8/31（土）	 10 周年記念講演会〜副知事を

迎えて〜（13:30 〜パレオ２F）

１
５
０
年
以
上
前
を
生
き
た
女
性
の

人
生
観
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
た

気
が
し
ま
し
た
。

受
講
者
は
、
名
作
を
通
し
て
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
文
化
に
ふ
れ
る
こ
と
を
楽

し
ま
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

民
話
子
ど
も
語
り
手
養
成
講
座

上
田
は
全
国
的
に
知
ら
れ
る
民
話

の
宝
庫
で
す
。
次
世
代
の
文
化
の
担

い
手
と
な
る
子
ど
も
達
に
民
話
に
興

味
を
も
っ
て
も
ら
い
、
そ
し
て
、
語

り
手
に
な
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
企

画
し
ま
し
た
。
全
10
回
の
講
座
の
第

一
回
目
が
6
月
9
日
に
開
催
さ
れ
、

小
学
2
年
生
2
名
、6
年
生
1
名
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

講
師
の
稲
垣
勇
一
さ
ん
の
お
話
や

民
話
の
ク
イ
ズ
の
あ
と
『
猫
の
正
月
』

と
い
う
短
い
民
話
の
語
り
を
ひ
と
り

ひ
と
り
実
演
し
ま
し
た
。
初
め
は
少

し
恥
ず
か
し
そ
う
で
し
た
が
、
最
後

は
三
人
と
も
と
て
も
上
手
に
語
っ
て

文
学
紀
行
講
座
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
文
学
と
文
化
に
親
し
む
」（
全

８
回
）
が
始
ま
り
ま
し
た
。

毎
年
人
気
の
文
学
講
座
で
す
が
、

今
年
は
装
い
も
新
た
に
「
文
学
紀
行

講
座
」
と
し
て
海
外
文
学
を
取
り
上

げ
た
講
座
と
な
り
ま
し
た
。

第
1
回
と
２
回
目
は
シ
ャ
ー
ロ
ッ

ト
・
ブ
ロ
ン
テ
の『
ジ
ェ
イ
ン
・
エ
ア
』、

３
、４
回
は
ヨ
ハ
ン
・
ゲ
ー
テ
の
『
若

き
ウ
ェ
ル
テ
ル
の
悩
み
』
と
『
フ
ァ
ウ

ス
ト
』、
５
、６
回
は
ジ
ョ
ア
ン
・
ハ

リ
ス
の
『
シ
ョ
コ
ラ
』、
そ
し
て
7
、

８
回
目
は
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
作
品
を

取
り
上
げ
ま
す
。

現
在
１
、２
回
が
終
わ
り
ま
し
た

が
、
講
師
の
東
海
周
二
先
生
は
巧
妙

な
語
り
口
で
、
物
語
の
背
景
に
あ
る

歴
史
や
宗
教
観
、
風
俗
習
慣
な
ど
、

豊
富
な
渡
航
経
験
で
培
わ
れ
た
知
識

を
余
す
こ
と
な
く
講
義
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
回
の『
ジ
ェ
イ
ン
・
エ
ア
』で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
に
違
う
話
し
方
や
テ
ン
ポ

で
語
り
、
参
加
者
た
ち
も
引
込
ま
れ

て
い
く
よ
う
で
し
た
。

４
月
―
桑
原
伊
づ
み　

ソ
プ
ラ
ノ

コ
ン
サ
ー
ト

第
1
部
の
懐
か
し
い
日
本
の
歌
に

続
き
、
第
2
部
で
は
オ
ペ
ラ
の
ア
リ

ア
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
し
た
。
素

晴
ら
し
い
歌
声
に
50
名
程
の
参
加
者

は
最
後
ま
で
余
韻
に
浸
り
な
が
ら
聴

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
終
了
時
に
は
、
会
場

は
ア
ン
コ
ー
ル
の
拍
手
で
い
っ
ぱ
い
に

な
り
ま
し
た
。

５
月
―
岩
崎
信
子　

朗
読
の
夕
べ

倶
楽
部
発
足
以
来
続
い
た
繭
ホ
ー

ル
コ
ン
サ
ー
ト
の
記
念
す
べ
き
一
〇
〇

回
目
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
は
、
岩
崎
さ
ん
が
以
前
か
ら

読
ん
で
み
た
か
っ
た
と
い
う
、
一
ノ
瀬

綾
さ
ん
の
「
黄
の
花
」
で
し
た
。
特
別

ご
本
人
に
了
解
を
得
て
実
現
に
こ
ぎ

つ
け
た
そ
う
で
す
。
一
ノ
瀬
さ
ん
も

来
場
し
、
挨
拶
を
さ
れ
ま
し
た
。

く
れ
ま
し
た
。
今
後
が
楽
し
み
で
す
。

繭
ホ
ー
ル
コ
ン
サ
ー
ト

12
月
〜
５
月

12
月
―
ク
リ
ス
マ
ス
の
贈
り
物　

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
ポ
ン
テ
ッ
ト

正
統
派
の
弦
楽
四
重
奏
に
よ
る
コ

ン
サ
ー
ト
。
ク
リ
ス
マ
ス
シ
ー
ズ
ン
に

ふ
さ
わ
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
し
た
。

１
月
―
新
春
イ
ベ
ン
ト　

琴
、
ピ

ア
ノ
、
フ
ル
ー
ト
の
コ
ラ
ボ

お
昼
か
ら
来
館
者
に
福
茶
を
提
供

し
な
が
ら
、
お
天
気
に
も
恵
ま
れ
て

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
盛
り
沢
山

の
賑
や
か
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
し
た
。

２
月
―
サ
ッ
ク
ス
プ
レ
ー
ヤ
ー　

宮
本
佳
奈
に
よ
る
冬
の
夜
長
を
楽
し

く
す
る
ポ
ッ
プ
ス
＆
映
画
音
楽

今
回
は
ご
夫
婦
連
れ
や
男
性
が
多

く
、
時
に
は
掛
け
声
が
飛
ん
だ
り
、

皆
が
楽
し
く
一
体
と
な
っ
た
感
が
あ

り
ま
し
た
。

３
月
―
昔
ば
な
し
、
語
り
の
会

各
地
の
民
話
を
語
り
手
の
7
名
が

上
田
図
書
館
倶
楽
部
だ
よ
り
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Book Cafe つつじ
　誕生して 10 年目。県外の方の利用
も多くなり、上田観光のお手伝いをす
ることもあります。
　駅前が一望できる最高のロケーション
と美味しい飲み物でゆったり過ごされ
てはいかがでしょうか。スタッフ一同、
心を込めて勤めさせていただきます。

どうぞ、お越しくださいませ。
menu

挽きたてコーヒー-----------280 円
各種のみもの-----------------280 円
※飲み物はクッキー付きです。

トーストセット--------------430 円
営業時間 10:30 〜 16:30
（オーダーストップ　16:00）

ライブラリー休館日はお休みします
11枚綴りのお飲み物券 2,800 円

（倶楽部会員は割引価格の2,400円）

ご意見・ご感想をお待ちしています。FAX 0268-25-3115　電子メール info@zuku.jpまでお送りください。

イ
ベ
ン
ト
レ
ポ
ー
ト
倶
楽
部
で
行
っ
た
イ
ベ
ン
ト
の
レ
ポ
ー
ト
を
お
お
く
り
い
た
し
ま
す
。

岩
崎
さ
ん
の
抑
揚
の
あ
る
静
か
な

語
り
か
ら
、
戦
争
中
の
田
舎
の
暮
ら

し
の
様
子
が
、
浮
か
ん
で
く
る
よ
う

で
し
た
。

東
京
か
ら
疎
開
し
て
き
た
家
族
と
、

受
け
入
れ
た
農
家
の
人
々
の
暮
ら
し

や
心
の
葛
藤
な
ど
を
、
多
感
な
少
女

の
眼
を
通
し
て
書
か
れ
て
い
て
、
戦

争
の
悲
惨
さ
も
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。


